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コストパフォーマンスを考えた嫌気性菌分離平板培地の選択

嫌気性菌感染症は主に複数菌感染症であるため、嫌気性菌の他に通性嫌気性菌等、多種類の菌が検出され
ることが多く、嫌気性菌検査ガイドライン2012では、初代分離培養には非選択培地に加え、検体の種類やグラム
染色所見から選択培地を併用することが推奨されています。
当社では検査コストを考慮し、非選択と選択の2種類の培地を組み合わせた分画培地を揃えています。当社の
分画培地の特徴は、 2種類の培地がシャーレ中央の隔壁よりも高く充填されていることから、検体塗布時には１枚の
培地のようにエーゼをスムースに動かすことができ、孤立コロニーが形成されやすくなっています。

Ⅰ.横隔膜より上の材料には、グラム陽性菌を抑制するNV加の選択培地を組み合わせた
アキュレート  分画 ABHK寒天／NV加ABHK寒天

Ⅱ.横隔膜より下の材料には、B. fragilis group を選択するBBEを組み合わせた
アキュレート  分画 ABHK寒天／BBE寒天

簡易同定
検査へ

簡易同定
検査へ

検体別に使い分けるための2種類の分画培地
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市販同定キットを用いない嫌気性菌の簡易同定検査

嫌気性グラム陰性桿菌の簡易同定法

初代分離の集落の大きさが直径が1㎜くらい（耐気試験の分
離とグラム染色標本が作れるくらいの大きさ）であり、1回目の
耐気試験で嫌気のみに発育したGNRを対象とする。

BBE
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変法FM

培地*3
集落の
着色化a)

蛍光発色b)

Bacteroides fragilis group ＋ ＋ ー ー ー

Fusobacterium spp. ー ー ＋ ー 黄緑色系

Fusobacterium mortiferum / varium ＋ ー ＋ ー 黄緑色系

non-pigmented Prevotella spp. ー V ー － 赤系、オレンジ系、ピンク系

pigmented Prevotella / Porphyromonas ー V ー ＋ 赤系、オレンジ系、ピンク系c)

嫌気性グラム陰性桿菌 ー ー ー ー ー

a）着色は黒色だけではなく、こげ茶、茶色、ベージュ色など菌種や培地
 によって異なる。

b）蛍光発色の観察は紫外線ランプの光を集落表面に直に当てて行う。
c）集落の着色化が進むと蛍光が確認しづらくなる菌種がある。

➢ BBE培地でBacteroides fragilis group はエスクリンを加水分解して集落周辺の培地が黒色化する。ただし、Bacteroides vulgatus (Phocaeicola 
vulgatusに再分類された)集落は加水分解能陰性のため黒色化しない。この表ではParabacteroides属、Phocaeicola属に再分類された菌種もB. fra- 
gilis groupとしている。

➢ Fusobacterium spp.は変法FM培地で2日間培養しても発育しない場合がある。この場合、非選択血液寒天培地に発育した菌の集落・グラム染色形態と
蛍光発色でFusobacterium spp.と推定同定できる場合がある。

➢ Fusobacterium nucleatum はABHKおよびNV加ABHK寒天培地上でパンくず様もしくは平滑な集落を形成する。集落のグラム染色形態は両端先細りの
松葉様（紡錘形という）である。スポットインドールが陽性となる。

➢ Fusobacterium necrophorum はABHKおよびNV加ABHK寒天培地上でやや大きい目玉焼き状の集落を形成する。奇妙なグラム染色形態を示す場合
がある。スポットインドール試験が陽性となる。

➢ Prevotella spp. はABHKおよびNV加ABHK寒天培地上で集落に着色がみられるものとみられないものがある。着色がみられる菌群を pigｍented 
Prevotella 、着色がみられない菌群を non-pigmented Prevotella という。着色は黒色だけではなく、こげ茶、茶色、ベージュ色など菌種や培地によっ
て異なる。

➢ Porphyromonas spp.は こげ茶～黒色集落を形成し、赤色の蛍光発色をする。しかしながら、pigmented Prevotella とは表記の同定法だけでは鑑別で
きないため両者をまとめてpigmented Prevotella / Porphyromonas とする。

➢ Porphyromonas gingivalis は発育が遅く、培養4-5日に緑がかった黒色集落を形成する。蛍光発光はない。

＜嫌気性グラム陰性桿菌の特徴＞

血液培養から検出されたClostridium perfringens の簡易同定法
血液培養嫌気ボトルのみ陽性（血球の溶血あり）

グラム染色
の特徴

・ラクトバチラス様の大きめで分岐のないグラム陽性桿菌、芽胞が見つからない。*1

分離培養 羊血液寒天培地（好気培養）／ ABHK寒天培地（嫌気培養）

↓ ↓

発育（－）                 発育（＋）

二重溶血環＊2が見られる。

同定検査 ABHK寒天培地に発育した集落から逆CAMP試験を実施する。

陽性になった場合、C. perfringens と推定される。

嫌気性菌の同定検査は煩雑でかつ時間を要し、複数の菌が検出された場合にはさらにコストが問題となります。
MALDI-TOF MSの普及により同定検査は簡単になりましたが、装置を導入した施設に限られます。
今回、市販同定キットを用いない簡易同定方法として、嫌気性グラム陰性桿菌群とClostridium perfringens 

の一例をご紹介します。嫌気性グラム陰性桿菌群は各種臨床材料からから高頻度に検出され、膿瘍形成など感染症
に関与する菌群です。C. perfringens については起因菌として血液から検出されることは稀ですが、致命的になる場合
が多いために取り上げました。これらの方法は嫌気性菌検査ガイドライン2012に掲載された「レベル1の方法」であり、多
くの施設で実施可能な方法となっています。
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*1：血液培養液のグラム染色標本例
（白く抜けたものは赤血球膜）

*2：C. perfringensの
二重溶血環の発育コロニー例
（ABHK寒天培地）

監修：岐阜大学 科学研究基盤センター 嫌気性菌研究分野
田中香お里 教授

＜市販品例＞

*1：https://clinical-diagnostics.biz.sdc.shimadzu.co.jp/products/51042/
*2：https://clinical-diagnostics.biz.sdc.shimadzu.co.jp/products/05440/
*3：https://clinical-diagnostics.biz.sdc.shimadzu.co.jp/products/05441/
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